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【年通号数】公開・登録公報2009-003
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月10日(2011.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電池の残容量を検出する第１の電池パックに前記第１の電池の残容量を補正する
ための第１の補正情報を供給し、第２の電池の残容量を検出する第２の電池パックに前記
第２の電池の残容量を補正するための第２の補正情報を供給するための供給手段と、
　前記第１の電池パックの電圧と、前記第２の電池パックの電圧とを用いて、前記第１の
補正情報及び前記第２の補正情報を制御する制御手段とを有することを特徴とする電子機
器。
【請求項２】
　前記第１の補正情報は、暗電流に関する情報及び前記第１の電池パックに関する容量オ
フセット情報の少なくとも一つを含み、
　前記第２の補正情報は、暗電流に関する情報及び前記第２の電池パックに関する容量オ
フセット情報の少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記第１の電池パックの電圧が前記第２の電池パックの電圧よりも大きい場合、前記第
１の補正情報には、暗電流に関する情報が含まれ、前記第２の補正情報には、暗電流に関
する情報は含まれないことを特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記第１の電池パックの電圧が前記第２の電池パックの電圧よりも小さい場合、前記第
１の補正情報には、暗電流に関する情報は含まれず、前記第２の補正情報には、暗電流に
関する情報が含まれることを特徴とする請求項２または３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記第１の電池パックの電圧と前記第２の電池パックの電圧とが等しい場合、前記第１
の補正情報及び前記第２の補正情報には、暗電流に関する情報が含まれることを特徴とす
る請求項２から４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第１の電池パックに関する容量オフセット情報は、前記第１の電池パックから前記
電子機器への伝送経路の抵抗に関する情報であり、前記第２の電池パックに関する容量オ
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フセット情報は、前記第２の電池パックから前記電子機器への伝送経路の抵抗に関する情
報であることを特徴とする請求項２から５のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記第１の電池パックは、前記電子機器から供給される前記第１の補正情報に応じて、
前記第１の電池の残容量を補正し、
　前記第２の電池パックは、前記電子機器から供給される前記第２の補正情報に応じて、
前記第２の電池の残容量を補正することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記
載の電子機器。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】電子機器
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、電子機器に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、高精度な電池の残容量を検出するようにすることを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る電子機器は、第１の電池の残容量を検出する第１の電池パックに前記第１
の電池の残容量を補正するための第１の補正情報を供給し、第２の電池の残容量を検出す
る第２の電池パックに前記第２の電池の残容量を補正するための第２の補正情報を供給す
るための供給手段と、前記第１の電池パックの電圧と、前記第２の電池パックの電圧とを
用いて、前記第１の補正情報及び前記第２の補正情報を制御する制御手段とを有すること
を特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明によれば、高精度な電池の残容量を検出することができる。
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